
2006年度 小委員会活動成果報告 
（2007 年 2 月 13 日作成） 

小委員会名 木質構造性能評価小委員会 主 査 名：安村 基 
就任年月：2006  年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（木質構造運営委員会） 

委員長名：和田 章 
主 査 名：鈴木秀三 

設 置 期 間    2006年 4 月  ～  2010 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・ 2006年度：フレームワークの検討および架講の終局性状に関する資料収集。
・ 2007年度：資料収集の継続と接合部および架講のモデル化の検討。 
・ 2008 年度：各種架構のにおける性能評価法の検討。 
・ 2009年度：木質構造性能評価資料（案）の作成 
委員公募の有無： な し 

委員構成 
（委員名（所属）） 

安村基（静岡大学）、三宅辰哉（日本システム設計）、青木謙治（森林総合研究所）、

五十田博（信州大学）、稲山正弘（東京大学）、大橋好光（武蔵工大）、河合直人

（建築研究所）、槌本敬大（国土技術政策総合研究研）、中川貴文（建築研究所）、

村上雅英（近畿大学） 

設置WG 
（WG名：目的）   な し 

2006年度予算   100,000 円 ホームページ公開の有無： なし 

委員会 HPアドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      5 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．木質構造性能評価に係る諸外国の文献リストを作製した。 
２．同文献の収集を行った。 
３．フレームワークの検討を行った。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．本年度は、初年度のため開催が 5回となった。 
２．旅費が限られているため、全員参加は困難である（特に遠方の委員の場合）。

３．作業内容が絞りきれていないため、フレームワークの再検討が必要である。

 


